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平成２３年度第３回国立市立学校給食センター運営審議会記録（要旨） 

 

 

 

日  時  平成２３年１１月２４日（木）午後２時００分から午後３時４５分 

場  所  国立市立学校第一給食センター会議室 

出席委員  １３名 

欠席委員   ５名 

傍  聴   なし 

事 務 局   ５名（村山所長、関主査、久下主任、原島、久保両栄養士） 

議  題  ①審議会記録の確認について 

      ②事業報告について 

 ③放射性物質にかかる食材の安全について 

 ④その他 

 

１．開会挨拶（牧野会長） 

 本日はご多用の中をご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 これより平成２３年度第３回国立市立学校給食センター運営審議会を開始します。 

 

２．審議会記録の確認について 

  事前に送付した第１回及び第２回の審議会記録について、特に委員から追加や修正等の意見

がなかったため、改めて意見を伺ったところ特に意見もなく送付したとおりで了解された。 

 

３．事業報告について 

  事務局から資料に基づき、前回の審議会以降本日までの給食センターにおける主な事業、放

射性物質の測定結果、放射性物質の検査機器の整備等についての報告を行った。 

 【主な意見等】 

  ・測定の検査機器を 110 万円から 180 万円ほどの機種とするとのことだが、性能としてはど

のくらいで、何時購入し、何時から検査が可能であるのか。 

   →埼玉県川口市においても使用されているベラルーシ共和国製のAT1320Aという機器を想

定している。安価な検査機器ほど測定精度が劣る傾向があり、鉛の遮蔽物の中に入れて

外部放射能と切り離して測定することから精度的には良いものと考えている。 

    購入時期は、１２月議会での予算審議における可決が条件となり、可決されれば予算的

に執行できるので、早くて１月中の発注という形で考えている。 

    なお、納期に２ヶ月程度かかると聞いているので、３月ごろの納品となると考えており、

実際の測定はそれ以降になると想定している。 
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  ・給食のまるごと１食の検査について詳しく説明願いたい。 

   →食材単体での測定を行っているのが現状だが、食材数も多く限界があるのも事実である。

実際に子どもたちが口にする状況での測定の方が有益ということを提案している学者

もおり、給食一食分をミックスしたものの測定を行っている先進市もあることから、今

回試験的に実施した。主食、副食、デザート類など給食一食分をミキサーで混ぜ合わせ、

五食分ぐらいを用い検査に必要な２ℓの検体を用意した。ただ、仮に数値が出た場合に

何が原因であるかということは分らないため、原因を究明するのは食材の単体検査によ

ることとはなるが、子どもたちが口にする段階での状況を知ることは意義があるとのこ

とである。 

  ・魚介類、海藻類でワカメや昆布が載っていないが、食材として使用していないのか。何か

理由があって載せていないのか。 

   →使用頻度が高い食材や産地における検査の結果がないなどの部分を補足する形で放射

生物質の測定を実施している現状があり、今後、独自での測定が可能となった場合には

それらの食材についての測定も行き届くものと考えている。 

 

４．放射性物質にかかる食材の安全について 

 事務局から資料に基づき、放射能や放射線量を示す単位、自然及び人口の放射線、食品衛生

法に基づく暫定規制値、被ばくについて、現状での課題などの概要を説明した。 

 なお、資料については、これまで事務局が参加した研修の内容とインターネットの情報を基

本に作成したもので、あくまでも今後の審議に参考として活用していただけるようお願いした。 

  特に、質問や意見もなく、基本的な知識の共有のために説明を受けたものと理解し、今後の

審議の中で活かしていくことで整理された。 

 

５．その他 

 【委員から】 

  ・給食における食器具に関して、スプーンとフォークの出る頻度が多く、献立によっては箸

がほしい時があるので、箸を出す頻度を増やしてほしい。 

   →献立作成委員会においても同様な意見をいただいており、１２月から献立に合わせて箸

を増やす方向で対応する。 

 【事務局から】 

  ・給食センターの耐震診断の結果、第一及び第二給食センターとも国立市耐震改修促進計画

に定められた構造耐震診断指標 0.75 を上回っており、耐震補強工事の必要はないと判断さ

れた。なお、このことは、今後、ホームページで公表していく。 

    第一給食センター：１階 0.98、２階 1.22、第二給食センター：１階 1.31、２階 1.35 

  ・次回の審議会は、放射性物質の測定機関である同位体研究所への視察を予定しているが、

行程や内容等については、別途、個別に連絡をさせていただくこととしたい。 
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６．閉会挨拶（牧野会長） 

  次回は、１月２６日の木曜日で視察ということで予定しております。具体的なことが決まり

ましたら事務局から別途連絡をいただけるとのことですので、よろしくお願いいたします。 

  以上をもちまして、第３回学校給食センター運営審議会を終了します。 


